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Image produced and distributed 
by AIST, Source of Landsat 7/8 
data: U.S. Geological Survey.
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：対象事業実施区域

■：騒音・振動の予測地点
   （近傍住居等：1地点）

▲：騒音・振動の予測地点
   （敷地境界：7地点）

●：道路交通騒音・振動の
    予測地点（3地点）

：主要な交通ルート

凡例
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　これらの措置を講じることにより、発電所の運転による二酸化炭素年間排出量は、現状の約475万トン
-CO2/年から将来は約421万トン-CO2/年になると予測され、温室効果ガス等（二酸化炭素）への環境影響
の低減が図られているものと評価します。

・発電用燃料は、現状と同様に、他の化石燃料に比べ二酸化炭素の排出量が少ない天然ガスを使用します。
・利用可能な最良の発電技術である1,650℃級ガスタービンを用いた最新鋭の高効率コンバインドサイクル
　方式「発電端熱効率約63%（低位発熱量基準）」を採用します。
・発電設備の適切な維持管理及び運転管理を行うことにより、発電効率の維持に努めるとともに、発電所内
　の省エネルギー化により、所内電力量の低減に努めます。
・「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律」に基づく電力供給業に係る
　ベンチマーク指標について、2030年度に向けて引き続き達成するよう努めます。
・電力業界の自主的枠組みに参加する小売電気事業者に電力を供給するなど供給先を検討し、確実に温室効
　果ガス排出削減に取り組みます。

１．発電所運転開始後の二酸化炭素

温室効果ガス等

　既設の取放水設備、排水処理装置の有効利用等により、工事中の発生土量の低減を図るとともに、発生土
は可能な限り埋戻し及び盛土に有効利用します。また、有効利用が困難な残土については、適正に処理しま
す。
　以上のことから、工事中に発生する残土の環境への負荷は小さいものと考えられます。　

３．工事中に発生する残土

　発電方式の変更により現状より増加するものの、資材等の梱包材の簡素化等により、発電所の運転に伴い
発生する産業廃棄物の低減を図るとともに、発生する産業廃棄物については可能な限り有効利用します。ま
た、有効利用が困難な産業廃棄物については、適正に処分します。
　以上のことから、発電所の運転に伴い発生する産業廃棄物の環境への負荷は小さいものと考えられます。

２．発電所の運転に伴い発生する産業廃棄物

　大型機器は工場組立とし、現地での工事量を減らすこと等により、工事中に発生する産業廃棄物の発生量
の低減を図るとともに、発生する産業廃棄物については可能な限り有効利用します。また、有効利用が困難
な産業廃棄物については、適正に処分します。
　以上のことから、工事中に発生する産業廃棄物の環境への負荷は小さいものと考えられます。

１．工事中に発生する産業廃棄物

廃棄物等

環境影響評価結果の概要
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